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SHIKOKU ROKIN DISCLOSURE 2023
事　業　方　針

ろ う き ん の 事 業 運 営

　当金庫は、労働金庫法第５条に定められている「非営利の原則」「会員に対する直接奉仕の原則」「政
治的中立の原則」に基づき、中期事業計画および年度事業計画等を策定し事業運営を行っています。

〈事業運営三原則〉
●「非営利の原則」

　金庫は、営利を目的としてその事業を行ってはならない。

●「直接奉仕の原則」
　金庫は、その行う事業によってその会員に直接の奉仕をすることを目的とし、特定の会員の
利益のみを目的としてその事業を行ってはならない。

●「政治的中立の原則」
　金庫は、その事業の運営については、政治的に中立でなければならない。

経 営 ビ ジ ョ ン 2 0 3 0

四国ろうきんは
１．すべてのお客さまの夢の実現と家族の幸せに貢献する、非営利の勤労者福祉金融機関であり
続けます。

２．「お客さまに感動を提供する高付加価値・お役立ち・提案営業」を実践し、すべてのお客さ
まに“信頼され、支持され、選択され続ける”金融機関になります。

３．私たちの事業を通じて地域を基点に助け合いの輪を広げ、共生社会と金融包摂の実現に寄与
します。

４．「情熱」と「覚悟」をもって変革にチャレンジし、強固な経営基盤を構築して、理念経営の
実現に邁進します。

四 国 ろ う き ん ク レ ド

　私たち四国ろうきんの全役職員は、お客様に対して、四国ろうきんに対して、自分自身に対して、
８カ条の行動指針を実践することを約束します。

私たちは
１．労金法第１条「労働者の経済的地位の向上に資することを目的」として、ろうきんを守り発
展させます。

２．いつも笑顔で、明るく、元気に、前向きに考動します。
３．コンプライアンス経営に徹し、一人ひとりが「覚悟」と「責任」を持って、堅確な業務を遂
行します。

４．金融のスペシャリストとして、お客さまに選択される“真のお役立ち集団”になります。
５．まごころの提案営業を実践し、「お客様満足度・四国ナンバー１」を実現します。
６．情熱を持って「変革」に「チャレンジ」し、成長を続けます。
７．持続可能な健全経営に徹し、利益は会員・勤労者や社会に還元します。
８．学びと成長を追求し、幅広い知識・見識・創造力を養い人間力を向上します。

※「経営ビジョン2030」は、四国ろうきんの使命や実現すべき企業価値をバックキャスティングにより、2030年の
あるべき姿として明示したものです。

私たち四国ろうきんの全役職員は、「経営ビジョン2030」の実現に向け取り組むことを約束します。
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お客様本位の業務運営に関する取り組み方針

　ろうきんは、勤労者が互いを助け合うためにつ
くった非営利の協同組織金融機関であり、日本で唯
一の勤労者のための福祉金融機関です。1950年に最
初のろうきんが設立されて以来、常に一貫して、金
融商品・サービスの提供を通じた、勤労者の経済的
地位の向上に努めてきました。

　ろうきんは、根拠法である『労働金庫法』におい
て、「非営利」「直接奉仕」「会員平等」という、事
業運営についての原則が定められています。全国の
ろうきんは、これら原則に基づき、これまでもお客
様本位の事業運営を実践してきました。ろうきんに
とって、お客様である勤労者一人ひとりの生涯にわ

たり、お客様の立場に立った、良質な商品・サービ
スを提供していくのは本来的な役割であり、存在意
義であるといえます。

　四国ろうきんは、今般、『お客様本位の事業運営
に関する取り組み方針』を策定・公表するにあたり、
これまで取り組んできた勤労者本位の事業運営の精
神・活動をふまえ、変化する時代の要請に応えるべ
く、更なる取り組みを進めていきます。「ろうきんの
理念」のもと、以下の取り組み方針に基づく活動を
実践し、勤労者のくらしを守り、より豊かにする運
動を展開していきます。

１．『お客様本位の業務運営に関する取り組み方針』
の策定・公表
○四国ろうきん（以下、当金庫）はお客様本位の

業務運営の強化に向けて、金融庁が2017年３月
に公表し、2021年１月に改定した「顧客本位の
業務運営に関する原則」をすべて採択し、「お客
様本位の業務運営に関する取り組み方針」（以下、
本方針）を策定します。

○本方針および本方針に係る取り組み状況は、デ
　ィスクロージャー誌、ホームページに掲載し公

表します。
○本方針は毎年見直しのうえ、必要があれば改正

します。
（注）本方針において、「お客様」とは、「当金庫を利用されて

いる方（利用を終了したお客様を含む）およびこれか
ら利用を検討されている方」を意味します。

２．お客様の生活を生涯にわたってサポートしてい
くことを第一に考えた取り組み
○当金庫は、「ろうきんの理念」のもと、全ての事

業活動において、法令やルールを厳格に遵守し、
社会的規範を尊重するとともに、お客様の生活
を生涯にわたってサポートしていくことを第一
に考えた、誠実、丁寧かつ公正な業務運営を行
います。

○お客様が最善の利益を得られるよう、お客様一
人ひとりのライフプランとニーズを踏まえた最
適なアドバイスと、質の高い金融サービスを提
供する取り組みを行っていきます。

３．利益相反を適切に管理する取り組み
○当金庫は、お客様の利益が不当に害されること

がないよう、利益相反のおそれがある取引を特
定し管理するための「利益相反管理方針」を定
めています。当該方針に基づき、利益相反につ
いて統括する部署を総務リスク統括部とし、リ
スク管理委員会において一元的に対応する体制
を整備するなど、お客様の保護と正当な利益確
保に努めるための適切な管理を行っています。

○投資信託等の一定のリスクを伴う商品の販売に
あたっては、お客様にとって最善の利益となる
観点を重視した対応を行っています。ろうきん
業態の投資信託の販売商品をラインナップする
にあたっては、業態の中央機関である労金連合
会において、販売する商品の基本的な利益（リ
ターン）、損失その他のリスク、取引条件、選
定理由、手数料水準等が適切なものであること
を確認しています。そのうえで当金庫において、
販売する商品を、お客様の最善利益追求の観点
で選定しています。

４．手数料等に係る情報提供の取り組み
○当金庫は、お客様にご負担いただく手数料等に

ついて、商品・サービスごとにわかりやすい表
示を行っていきます。

○投資信託に係る手数料については、ホームペー
ジにファンド一覧を掲載し、商品間での比較が
簡単にできるよう一覧表にするなど、お客様に
わかりやすい開示を行います。
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５．お客様の立場に立ったわかりやすい情報提供の
取り組み
○当金庫は、お客様の金融商品の取引経験や金融

知識を把握のうえ、販売・推奨等を行う金融商
品・サービスについて、重要な情報が理解でき
るよう記載した「重要情報シート」等の資料を
用いて、その複雑さやリスクに見合った、わか
りやすく丁寧な情報提供を行います。

○ろうきん業態として、確定拠出年金（ＤＣ）に
ついて、企業型ＤＣ加入者向けの「ろうきんの
企業年金に係る役割発揮宣言」（労金連合会ホ

　ームページサイト）や、個人型ＤＣについての「ろ
うきんｉＤｅＣｏ」（四国ろうきんホームペー
ジスペシャルサイト）において、投資の考え方
や商品の選択、金融商品のリスクとリターンに
ついてなど詳しく説明しています。

○当金庫が取り扱う投資信託において、パッケー
ジ商品に該当するファンドオブファンズ（注）形式
の商品があります。当商品については個別のフ

　ァンドごとの購入には対応しておりません。ホ
　ームページ等のファンド情報、フリーダイヤル、

店頭窓口等で当該商品のメリット、リスク、手
数料等についてご案内しております。

（注）ファンドオブファンズとは、「投資信託に投資する投資
信託」で、複数の投資信託（ファンド）を適切に組み
合わせて、一つの投資信託（ファンド）にまとめたも
のをいいます。

６．お客様一人ひとりに合った最適なサービス提供
の取り組み
○当金庫は、お客様一人ひとりの健全な生活設計

の支援に向け、中長期的な視点での資産形成に
向けたアドバイスや、子育てや教育、マイホー
ムなどライフステージにおけるあらゆる資金
ニーズに良質な商品で応えていきます。また、
多様化するお客様の金融ニーズに的確に応える
べく、既存商品・サービスの見直しや、商品開
発を行っていきます。

○当金庫は、お客様一人ひとりの資産状況や、金
融商品の取引経験、商品知識や取引目的、ニー
ズ等を把握のうえ、お客様に最適な商品・サー
ビスを提供します。また、投資信託の販売にあ
たっては、お客様の投資目的、投資経験、資産
状況等を確認させていただいたうえで、類似の
商品がある場合にはその商品との比較も含め、
お客様一人ひとりに合った、的確な説明・提案
を誠実に行います。

○当金庫は、金融商品の販売後において、お客様
の意向に基づき、長期的な視点にも配慮した適
切なフォローアップを行います。

○当金庫は、お客様への適正な金融商品の勧誘を
行うための「金融商品に関する勧誘方針」、共
済・保険商品の適正な募集をするための「共済
募集方針」「保険募集方針」等を定めています。
これらの方針は、ディスクロージャー誌、ホー
ムページに掲載し、公表しています。

７．「ろうきんの理念」の職員への定着と実践に向
　けた取り組み

○ろうきんは、「ろうきんの理念」を掲げ、常にお
客様である勤労者の生活向上への貢献を第一に
考えた運営を行っています。その職員への定着
と実践に向け、業態の中央機関である全国労働
金庫協会において、職員研修「理念研修」を開
催し、全国のろうきん職員が参加しているほか、
当金庫においても「理念研修会」を毎年開催す
る等、存在意義と役割発揮に係る研修等を人材
教育体系の中で位置付けています。

○職員の業績評価にあたっては、お客様の最善の
利益に資する活動の実践を考慮する項目を設定
しています。

○当金庫は、本方針の内容について職員に周知す
るとともに業務を支援・検証するための体制を
整備しています。

利 益 相 反 管 理 方 針 の 概 要

１．基本方針
　当金庫は、法令、規程等（以下「法令等」といい
ます。）を遵守し、誠実で公正な事業遂行を通じて、
当金庫の商品・サービスの最良な提供を実現する
ことをもって、お客さまの金融に関する正当な利
益の確保に取り組みます。
　当金庫は、将来にわたってお客さまから信頼さ

れ必要とされる金融機関であり続けるため、お客
さまの保護に継続的に取り組み、以下のとおりそ
の方針を公表いたします。

２．利益相反の管理
　利益相反とは、当金庫とお客さまの間、および
当金庫のお客さま相互間において利益が相反する
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状況をいいます。
　利益相反のおそれがある場合、法令等およびこ
の方針に則り、お客さまの利益が不当に害される
ことのないよう適切な利益相反管理措置を講じる
ものとします。

３．利益相反管理の対象取引と特定方法
　当金庫は、利益相反管理の対象となる利益相反
のおそれのある取引（以下「対象取引」といいます。）
として、以下の①、②に該当するものを管理いた
します。
①　お客さまの不利益のもとに、当金庫が利益を得、

または損失を回避している状況が存在すること
②　①の状況がお客さまとの間の契約上または信

義則上の地位に基づく義務に反すること
　また、お客さまとの取引が対象取引に該当する
か否かにつき、お客さまから頂いた情報に基づき、
営業部門から独立した利益相反管理統括者（総務
リスク統括部長）により、適切な特定を行います。

４．利益相反取引の類型
　対象取引は、個別具体的な事情に応じて対象取
引に該当するか否かが決まるものですが、例えば、
以下のような取引については、対象取引に該当す
る可能性があります。
⑴　お客さまの不利益のもとに、当金庫が利益を

得たり、または損失を回避する可能性がある状
況の取引（例：優越的地位の濫用、抱き合わせ
販売により、当金庫の利益を図るために、お客
さまに不当に不利益を与える状況の取引）

⑵　お客さまに対する利益よりも優先して他のお
客さまの利益を重視する動機を有する状況の取
引（例：会員等の財務に関する情報の提供・相
談並びに助言・指導において、お客さまの利益
より優先して、他のお客さまの利益を図る状況

の取引）
⑶　お客さまから入手した情報を不当に利用して

当金庫または他のお客さまの利益を図る取引（例：
お客さまの秘密情報を流用して、他のお客さま
の利益を図る取引）

⑷　その他お客さまの利益が不当に害されるおそ
れのある取引

５．利益相反管理体制
　適正な利益相反管理の遂行のため、当金庫に利
益相反管理統括部署（総務リスク統括部）を設置し、
利益相反管理に係る当金庫全体の情報を集約する
とともに、対象取引の特定および管理を一元的に
行い、その記録を保存します。
　対象取引の管理方法として、以下に掲げる方法、
その他の措置を適宜選択し組み合わせて講じるこ
とにより、利益相反管理を行います。
　また、これらの管理を適切に行うため、研修・
教育を実施し、当金庫内において周知・徹底する
とともに、内部監査部門において監査を行い、そ
の適切性および有効性について定期的に検証いた
します。
⑴　対象取引を行う部門とお客さまとの取引を行

う部門を分離する方法
⑵　対象取引またはお客さまとの取引の条件また

は方法を変更する方法
⑶　対象取引またはお客さまとの取引を中止する

方法
⑷　対象取引に伴い、お客さまの利益が不当に害

されるおそれがあることについて、お客さまに
適切に開示し、お客さまの同意を得る方法

６．利益相反管理の対象範囲
　利益相反管理の対象は、当金庫のみとなります。

プ ラ イ バ シ ー ポ リ シ ー （ 個 人 情 報 保 護 方 針 ）

　当金庫は、高度情報通信社会における個人情報保
護の重要性を認識し、以下の方針にもとづきお客さ
まの個人情報の保護に努めます。

１．個人情報の取得について
　当金庫は、お客さまとのお取引やサービスを提
供するため、適法かつ公正な手段によって、お客
さまの個人情報をお預かりいたします。

２．個人情報の利用について
⑴　当金庫は、お客さまの個人情報を、公表して

いる利用目的あるいは取得の際にお示しした利
用目的の範囲内で、業務の遂行上必要な限りに
おいて利用します。

⑵　当金庫は、お客さまが所属する労働組合等
（会員団体）との間で、お客さまの個人情報を
共同利用させていただいております。

⑶　当金庫は、お客さまの個人情報の取り扱いを



8

SHIKOKU ROKIN DISCLOSURE 2023
事　業　方　針

外部に委託することがあります。委託する場合
には、当該委託先について厳正な調査を行った
うえ、お客さまの個人情報が安全に管理される
よう適切な監督を行います。

⑷　当金庫は、お預かりした個人情報を、法令で
定める場合を除き、お客さまの同意がない第三
者への提供・開示はいたしません。

３．個人情報の管理について
　当金庫は、お客さまの個人情報の紛失・破壊・
改ざん・漏えい・不正アクセスなどを防止するた
め、必要な安全管理措置を講じて適正に管理いた
します。当金庫が実施する個人データの安全管理
措置の概要は以下のとおりです。
⑴　個人情報保護指針の策定

　個人データの適正な取り扱いの確保のため、
「関係法令・ガイドライン等の遵守」「質問およ
び苦情処理の窓口」等について本指針（個人情
報保護指針）を策定しています。

⑵　個人データの取り扱いに係る規律の整備
　取得・入力、利用・加工、保管・保存、移送
・送信、消去・廃棄の段階ごとに、取扱方法、
責任者・担当者およびその任務等について個人
データの安全管理に関する関連規程を策定して
います。

⑶　組織的安全管理措置
　個人データの取り扱いに関する責任者を設置
し、個人データを取り扱う従業者および当該従
業者が取り扱う個人データの範囲を明確化する
とともに、定期的な取扱状況の点検等により、
個人情報保護法や関連規程に違反している事実
または兆候を把握した場合の責任者への報告連
絡体制を整備しています。

⑷　人的安全管理措置
①　個人データの取り扱いに関する留意事項に

ついて、従業者に定期的な研修を実施してい
ます。

②　個人データについての秘密保持に関する事
項を就業規則に記載しています。

⑸　物理的安全管理措置
①　個人データを取り扱う区域において、従業

者の入退室管理及び持ち込む機器等の制限を
行うとともに、権限を有しない者による個人
データの閲覧を防止する措置を実施していま
す。

②　個人データを取り扱う機器、電子媒体およ
び書類等の盗難または紛失等を防止するため

の措置を講じるとともに、事業所内の移動を
含め、当該機器、電子媒体等を持ち運ぶ場合、
容易に個人データが判明しないよう措置を実
施しています。

⑹　技術的安全管理措置
①　アクセス制御を実施して、担当者および取

り扱う個人情報データベース等の範囲を限定
しています。

②　個人データを取り扱う情報システムを外部
からの不正アクセスまたは不正ソフトウェア
から保護する仕組みを導入しています。

４．個人情報の開示・訂正・利用停止等について
　お客さまが、ご自身の個人情報について、内容
の開示・訂正・利用停止等を求められる場合は、
当金庫窓口（７．に記載のお問合せ先）までご連
絡ください。

５．個人情報保護の維持・改善について
　当金庫は、個人情報管理責任者を置き、お客さ
まの個人情報が適正に取り扱われるよう、職員へ
の教育を徹底し、適正な取り扱いが行われるよう
に点検すると同時に、個人情報保護の取り組みを
適宜見直し改善いたします。

６．個人情報等の法令等の遵守について
　当金庫は、個人情報保護法などの法令等を遵守
して、お客さまの個人情報を取り扱いいたします。

７．お問合せ先について
　当金庫は、個人情報の取り扱いに関するご意
見・ご要望につきまして、適切かつ迅速に対応い
たします。当金庫の個人情報の取り扱いおよび安
全管理措置に関するご意見・ご要望・お問い合わ
せにつきましては、お取引店にお申し出ください。
　また、個人情報の取り扱いに関する苦情につき
ましては、お取引店または下記窓口にお申し出く
ださい。

四国労働金庫 お客様相談センター
　電話番号：0120−505−690
　電話による受付時間：午前9時〜午後5時
　　　　　　　　　　（休業日を除く）
　ファクシミリ：087−811−8100
　E-mail：support@shikoku-rokin.or.jp
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SHIKOKU ROKIN DISCLOSURE 2023
事　業　方　針

金 融 商 品 に 関 す る 勧 誘 方 針

当金庫は、次の４項目を遵守し、お客様に対して金融商品の適正な勧誘を行ってまいります。

１．お客様の知識、経験、財産の状況及び契約を締結する目的に照らして、適切な金融商品をお
勧めします。

２．お客様ご自身の判断でお取引いただくため、商品内容やリスク内容など重要な事項について、
十分にご理解していただけるよう、適切な説明に努めます。

３．お客様にとってご迷惑な時間帯や不都合な場所などで勧誘を行いません。
４．本勧誘方針を役職員一同に徹底し、金融商品の販売、契約に関する法令などの遵守に努めます。

重 要 事 項 の 説 明

※預金保険制度の適用
○預金保険制度により、当座預金や利息のつかない

普通預金など（決済用預金）は、全額保護されます。
決済用預金を除く預金（有利子の普通預金や定期
預金等）については、預金者１人あたり、１金融
機関ごとに元本1,000万円までとその利息が保護の
対象となっております。
　なお、譲渡性預金等は、保護対象外となってい
ます。

○預金保険制度により全額保護される決済用預金とは、
次の①から③のすべての要件を満たす預金のこと
です。
①無利息（預金規定等で利息がつかないことを定

めてあるもの）
②要求払い（預金者がいつでもその払い戻しを請

求することができるもの）
③決済サービスを提供できる（各種料金等の自動

支払いや給与、年金等の自動受取りサービス等

が利用できるもの）
○当金庫の破綻時においては、預金保険制度の保護

対象額を超える部分について、元本欠損のおそれ
があります。

※満期時の取扱い
○満期時においては、元本とともに約定利率により

計算した利息を払い戻しいたします。

※中途解約時の取扱い
○満期日前に解約する場合は、元本とともに中途解

約利率により計算した利息を払い戻しいたします。

※預金以外の金融商品について
○投資信託受益証券に関する「重要事項」について

は、預金と性格・仕組みが異なっておりますので、
ご契約いただく際に改めてご説明いたします。

金 融 犯 罪 被 害 防 止 に 向 け た 取 り 組 み

※偽造・盗難キャッシュカードによる不正な払い戻
しによる被害を防止するために

○当金庫では、偽造・盗難キャッシュカードによる
不正な払い戻しの被害を未然に防止するため、１
日あたりのＡＴＭ利用限度額を設定、ＩＣキャッ
シュカード（磁気ストライプ併用）の導入、異常
取引検知システムによるモニタリングを実施して
います。

※インターネットバンキングによる預金等の不正な
払い戻しによる被害を防止するために

○当金庫では、インターネットバンキングによる預
金等の不正な払い戻しによる被害を未然に防止す
るため、ワンタイムパスワード（１分ごとに変化
する使い捨てのパスワード）の導入、セキュリ
ティソフト〔ＳａＡＴ：Ｎｅｔｉｚｅｎ〕の無料
提供等の対策を行っています。
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SHIKOKU ROKIN DISCLOSURE 2023
事　業　方　針

共　　済　　募　　集　　指　　針

・共済募集にあたっては、本募集指針を役職員一
同に徹底し、消費生活協同組合法、金融サービ
スの提供に関する法律、消費者契約法およびそ
の他各種法令等を遵守します。

・当金庫は、法令により事業性資金融資先である
法人代表者及び個人事業主、または事業性資金
融資先である従業員20名以下の事業所の役員及

び従業員を共済契約者とする共済契約のお引受
はできません。

・労働金庫募集制限先に該当する当金庫の会員
（代表者を含む）を共済契約者とする生命共済
募集を行う場合、共済契約者一人あたりの共済
金その他の給付金の額の限度は別に定める限度
内にてお取扱させていただきます。

○共済募集に際して、各種法令等を遵守し、適正な募集等に努めます。

・当金庫は、こくみん共済coopの募集代理店とし
て、こくみん共済coopの会員である都道府県労

済の組合員の皆さまの共済契約締結の媒介を行
います。

○共済契約の引受けについて

・当金庫は共済契約締結の可否を判断できず、お
客様からのお申込みに対してこくみん共済coop
が承諾した場合に共済契約は成立いたします。

・お客様がご契約される共済契約は、お客様とこ
くみん共済coopの間に成立いたします。従いま

して、共済金や給付金等をお支払するのはこく
みん共済coopとなります。

・共済契約は、預金ではありませんので、預金保
険の対象ではございません。

引受共済事業を実施する組合　　　全国労働者共済生活協同組合連合会（こくみん共済coop）
　　　　　　　　　　　【連絡先】こくみん共済coop徳島推進本部　０８８−６７６−３５９３
　　　　　　　　　　　　　　　　こくみん共済coop香川推進本部　０８７−８２２－１１５６
　　　　　　　　　　　　　　　　こくみん共済coop愛媛推進本部　０８９−９２３－６０３１
　　　　　　　　　　　　　　　　こくみん共済coop高知推進本部　０８８−８２３－６０３１
引受共済制度　　１．ろうきんローン専用住まいる共済
　　　　　　　　２．住まいる共済

風水害等給付金付火災共済
自然災害共済
個人賠償責任共済

※振り込め詐欺等への対応について
○当金庫では、振り込め詐欺等による被害を未然に

防止するため、ＡＴＭコーナーへのポスター掲示、
操作に不慣れなお客さまへのお声かけの実施、Ａ
ＴＭでのお振込みの際には振り込め詐欺被害注意
画面を表示して注意喚起を行っています。

　　また、「振り込め詐欺救済法」にもとづき、振り
込め詐欺等の犯罪被害資金を当金庫の口座に振り
込まれた方からのご照会をお受けいたします。

　なお、「預金者保護法」や「振り込め詐欺救済法」
等の趣旨を踏まえ、盗難通帳やインターネットバン
キングによる預金等の不正な払い戻しの被害が発生
した際に、ろうきんに過失がない場合でもお客さま
に過失がないときは原則補償します。
　今後も安心してろうきんをご利用いただくため、
金融犯罪被害防止に向けた取り組みを強化し、お客
さまの立場に立った対応に努めます。
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SHIKOKU ROKIN DISCLOSURE 2023
事　業　方　針

・共済募集活動にあたっては、お客様の立場に
立って、時間帯や勧誘場所について十分に配慮
して参ります。

・お客様と直接対面しない募集等を行う場合にお
いては、説明方法等に工夫を凝らし、お客様に
ご理解いただけるよう努力して参ります。

○お客様への商品説明等については、募集・勧誘形態に応じて、お客様本位の方法等の創意工夫
に努めます。

・当金庫は、お客様の様々なご意見等の収集に努
め、その後の募集等に活かして参ります。

・共済契約について、万が一共済事故が発生した
場合におきましては、共済金の請求にあたり適
切な助言をして参ります。

・当金庫は、お客さまからの苦情・ご相談、ご契
約いただいた共済契約の内容や各種手続き方法
に関するご照会等の契約締結後の業務にも適切
に対応いたします。

・なお、ご相談・照会・お手続きの内容によりま
しては、こくみん共済coop所定のご連絡窓口へ
ご案内、またはこくみん共済coopと連携してご
対応させていただくこともございます。

・当金庫は、共済募集時の面談内容等を記録し、
共済期間が終了するまで適切に管理いたします。
また、お客様から寄せられた苦情・ご相談の内
容は記録し、適切に管理いたします。

○お客様のご意見等の収集に努め、また、ご契約締結後もお客様の満足度を高めるよう努めま
す。

共済契約に関するご照会､苦情､ご相談等は､取扱営業店または下記までお問合せください｡
《四国労働金庫・お客様相談センター》

電話番号：０１２０ー５０５ー６９０
電話による受付時間：午前９時〜午後５時
　　　　　　　　　　　（休業日を除く）

・共済募集においては、お客様を取り巻くリスク
の分析やコンサルティング活動等を通じて、お
客様の意向と実情に沿った適切な募集・勧誘活
動を行います。

・お客様に商品内容を正しくご理解いただけるよ
う説明内容や説明方法を創意工夫し、適正な募
集・勧誘活動を行います。

・当金庫では、取扱共済制度（保険商品）の中か
らお客様が自主的に商品を選択いただけるよう
に必要な情報を提供いたします。（市場リスク

を伴う投資性商品については、共済制度として
は取扱っておりません。）

・お客様に関する情報については、適正な取扱い
を行い、お客様の権利利益の保護に配慮して参
ります。

・また、共済募集において、法令等に違反して共
済募集を行い、お客様に損害を与えた場合には、
募集代理店としての募集責任があることを明示
します。

○商品に関するお客様の知識・経験、購入目的、資力状況等を総合的に勘案し、お客様の意向と
実情に応じた共済募集に努めます。



12

SHIKOKU ROKIN DISCLOSURE 2023
事　業　方　針

保　　険　　募　　集　　指　　針

・保険募集にあたっては、本募集指針を役職員一
同に徹底し、保険業法、金融サービスの提供に
関する法律、消費者契約法およびその他各種法
令等を遵守します。

・お客様に商品内容を正しくご理解いただけるよ
う説明内容や説明方法を創意工夫し、適正な販
売・勧誘活動を行います。

○保険募集に際して、各種法令等を遵守し、適正な販売等に努めます。

・保険募集においては、お客様を取り巻くリスク
の分析やコンサルティング活動等を通じて、お
客様の意向と実情に沿った適切な販売・勧誘活
動を行います。

・お客様には、募集を行う保険商品の引受保険会
社の商号や名称を明示するとともに、保険契約
を引き受け、保険金等をお支払いするのは保険
会社であることや、その他保険契約に係るリス
クの所在について適切な説明を行います。

・複数の保険商品を取り扱う場合など、取扱保険
商品の中からお客様が自主的に商品を選択いた
だけるよう情報を提供いたします。

・法令等の定めにより、商品によっては、当金庫
にてお取扱いできるお客様の範囲に制限がござ
います。

・本規制に基づき、当該商品をご案内させていた
だく際は、あらかじめ保険契約者・被保険者と
なる方の勤務先等をお教えいただき、当金庫で
のお取扱いが可能かどうかを確認させていただ
きます。

・特に、市場リスクを伴う投資性商品については、
お客様の投資経験、投資目的、資力等を勘案し、
商品内容やリスク内容等の適切な説明を行いま
す。

・お客様に関する情報については、適正な取扱い
を行い、お客様の権利利益の保護に配慮して参
ります。

・また、保険募集において、法令等に違反して保
険募集を行い、お客様に損害を与えた場合には、
募集代理店としての販売責任があることを明示
します。

○商品に関するお客様の知識・経験、購入目的、資力状況等を総合的に勘案し、お客様の意向と
実情に応じた保険募集に努めます。

　保険契約者・被保険者になる方が以下のいず
れかに該当する場合には、制限の課せられてい
る保険商品をお取扱いできません。

①　当金庫から事業性資金の融資を受けている
法人、その代表者ならびに個人事業主の方
（以下、「融資先法人等」といいます）

②　従業員数が50名以下の「融資先法人等」の
役員・従業員の方

＊当金庫の事業性融資先である労働組合および
その関係者（上記①・②に相当する方）にも
準用いたします。
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・保険募集活動にあたっては、お客様の立場に
立って、時間帯や勧誘場所について十分に配慮
して参ります。

・お客様と直接対面しない販売等を行う場合にお
いては、説明方法等に工夫を凝らし、お客様に
ご理解いただけるよう努力して参ります。

○お客様への商品説明等については、販売・勧誘形態に応じて、お客様本位の方法等の創意工夫
に努めます。

・当金庫は、お客様の様々なご意見等の収集に努
め、その後の販売等に活かして参ります。

・保険契約について、万が一保険事故が発生した
場合におきましては、保険金の請求にあたり適
切な助言をして参ります。

・当金庫は、お客さまからの苦情・ご相談、ご契
約いただいた保険契約の内容や各種手続き方法
に関するご照会等の契約締結後の業務にも適切
に対応いたします。

・なお、ご相談・ご照会・お手続きの内容により
ましては、引受保険会社所定のご連絡窓口へご
案内、または保険会社と連携してご対応させて
いただくこともございます。

・当金庫は、保険募集時の面談内容等を記録し、
保険期間が終了するまで適切に管理いたします。
また、お客様から寄せられた苦情・ご相談の内
容は記録し、適切に管理いたします。

○お客様のご意見等の収集に努め、また、ご契約締結後もお客様の満足度を高めるよう努めま
す。

保険契約に関するご照会､苦情､ご相談等は､取扱営業店または下記までお問合せください｡
《四国労働金庫・お客様相談センター》

電話番号：０１２０ー５０５ー６９０
電話による受付時間：午前９時〜午後５時
　　　　　　　　　　　（休業日を除く）
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第 ８ 期 中 期 経 営 計 画

　当金庫は、2021年４月より2024年３月末までを計画期間
として、「第８期中期経営計画」を策定いたしました。
　この計画の３カ年間において、「非営利の原則」、「直接奉
仕の原則」、「政治的中立の原則」（労働金庫法第５条第１項

〜３項）等に基づき、四国で唯一の勤労者福祉金融機関と
して果たすべき任務と役割を明確にして、以下の重点課題
に取り組んでおります。

【重点課題】

Ⅰ．経営戦略

Ⅱ．営業戦略

Ⅲ．ＩＴ戦略

Ⅳ．コンプライアンス・リスク管理戦略

Ⅴ．人事戦略

Ⅵ．財務戦略
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２ ０ ２ ３ 年 度 経 営 方 針

　第８期中期経営計画の最終年度となる2023年度は、中期計画
の骨子に掲げた「デジタル革命下の経営改革」と「理念経営の
実践による役割発揮宣言」のもと、引き続きⅠ．経営戦略、Ⅱ．
営業戦略、Ⅲ．ＩＴ戦略、Ⅳ．コンプライアンス・リスク管理
戦略、Ⅴ．人事戦略、Ⅵ．財務戦略の６項目を重点課題として
10年後のあるべき姿の実現に向けた取り組みを行います。
　四国ろうきんの10年後のあるべき姿とは、「お客さまに感動を
提供する高付加価値・お役立ち・提案営業」を充実し、勤労者
福祉金融機関として理念経営と金融包摂を実現することで、会
員・お客さまに支持され続ける独自の強力なブランド力を確立
することです。そのために、変えなければならないものと、変
えてはならないものを明確にして策定した３か年の第８期中期
経営計画を遂行してまいります。

　事業遂行にあたっては、「非営利の原則」、「直接奉仕の原則」、
「政治的中立の原則」の事業運営三原則に基づき、信頼される
ろうきんと、夢・志・働きがいがある職場風土を創造し、「経営
ビジョン2030」ならびに「四国ろうきんクレド」を実現します。

　ろうきんは、会員組織を中心として事業運営を行う日本で唯
一の勤労者福祉金融機関であることから、会員・勤労者、会員
推進機構、労働団体および生協団体等との結びつきや連携を強
固にすることにより、会員運動基盤強化の取り組みを進めてま
いります。

２ ０ ２ ３ 年 度 事 業 課 題

　2023年度は、第８期中期経営計画に掲げた以下の６項目を重
点課題として取り組みます。

（事業計画より抜粋）

Ⅰ．経営戦略
⑴ガバナンス（経営管理）態勢

①経営陣はコンプライアンス経営に徹したガバナンス態勢を
確立するとともに、それぞれに求められる役割を十分に認
識し、適正かつ誠実に業務を遂行します。

②代表理事（理事長、副理事長、専務理事）は、金庫経営全
般の統括・執行管理と内部統制機能を拡充・強化します。

③常務理事兼営業本部長は、金庫経営の執行管理に加えて、
地区における会員対策および収益・リスク管理の徹底なら
びに各種関係団体との連携強化による事業拡大など、地区
内の統制機能を充実・強化します。

④プロパーの常務理事は本部において代表理事の業務執行を
補佐し、専門性を発揮して与信信用リスク、事務リスクお
よびシステムリスク管理を徹底強化するとともにＩＴ戦略
を実現します。

⑤執行役員営業本部長は、代表理事の指揮下において地区に
おける会員対策および収益・リスク管理の徹底ならびに各
種関係団体との連携強化による事業拡大など、地区内の統
制機能を充実・強化します。

⑥非常勤の理事は収益・リスク管理の強化など、健全経営の
向上とろうきん運動の発展強化に取り組みます。

⑵デジタル時代の「新店舗・チャネル政策」
①利便性が向上した「ろうきんアプリ」（「Ｗｅｂお知らせ

サービス」「住所変更」「相談予約」機能追加）は、デジタ
ル店舗として、さらなる利用拡大に取り組みます。

②「ろうきんアプリ」を基本に「ろうきんダイレクト」「Ｗｅ
ｂお知らせサービス」「かんたん通帳」「普通預金（無通帳
型）」を強力に推進して、デジタル時代への対応を徹底強化
します。

③2023年度中に導入予定である「融資受付システム」により、

申込書作成の負荷軽減および電子契約によるペーパーレス
化を実現し、会員顧客の利便性を向上させます。

⑶ブロック店の深化・熟成と本格的な機能特化型店舗の設置
①ブロック店はデジタル時代の新店舗・チャネル政策やＢＰ

Ｒの徹底推進などにより、さらなる内容の深化・熟成期と
して、それぞれの店舗の役割をフルに発揮します。

②店舗ネットワークの最適化を実現するため「ブランチ・イ
ン・ブランチ（店舗内店舗）」営業の追加実施に向けた検討
に入ります。

③ブロック店の後方事務、融資審査・実行・管理業務は、㈱
四国労金サービスへの業務委託を順次実施します。

⑷人生100年時代への対応強化とエリア営業の進化
①エリア営業は退職前の現役層、退職者層および融資利用者

を中心に各種セミナーの充実とお客さまごとの将来不安に
対するご要望に寄り添って、その解消に向けた取り組みを
実行する部隊に進化させます。

②退職者層の生涯取引（資産運用、資産の管理・継承）のお
役立ち実現に向け、新たに業態統一の「後見制度支援預金」
の販売、「遺言信託サービス」および「遺産整理業務サービ
ス」の媒介ならびに住宅金融支援機構と提携した60歳以上
向け住宅ローン「リ・バース60」の販売などにより、高齢
者の将来不安の解消に貢献します。

③全役職員が「認知症サポーター」となり、認知症を正しく
理解するとともに金融面のサポートを実践します。

⑸社会貢献活動（ＣＳＲ）の取り組み
①「社会貢献活動助成金制度」および「各種手数料免除制度」

は、勤労者福祉金融機関として積極的に広報・宣伝し社会
貢献活動に取り組みます。

②ろうきんＡＴＭ利用による社会貢献活動として、乳がんの
早期発見・早期診断・早期治療の大切さを伝える「ピンク
リボン運動」の支援に取り組みます。

③ろうきん融資利用による社会貢献活動として、引き続き
「四国ろうきん１万人笑顔プロジェクト」に取り組み、四
国４県の教育、子育て支援、障がい者支援、環境保護関係
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に寄付を行います。※新規融資１件につき100円をろうきんが拠出します。

④自然災害により被災された方や親族の方を対象に、生活再
建に必要な資金にご利用いただける無担保・低利商品の
「災害救援ローン」を発売し、生活再建の支援活動に取り
組みます。

⑹ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）17ゴールへの取り組み
①「ろうきん運動」を通じて協同組織金融機関として期待され

る役割発揮と社会貢献活動を進めるとともに、ろうきんの
具体的な事業活動を通じて「ＳＤＧｓ17ゴール」の実現に
貢献していきます。

Ⅱ．営業戦略
⑴10年後のあるべき姿に向けたバックキャスティング

①各店のＣＳ委員会を発展的解消するとともにＦＣＤ（For 
Customer Delight お客さまの喜びのために）として再編し、
「接客」および「提案」の両面でお客さまから喜ばれ支持
される四国ろうきんになります。

②「感謝された具体的な取り組み」を全店に広げ、お客さまか
らはもちろん、職員間同士でも「嬉しかった」「ありがと
う」の言葉がいっぱいあふれる四国ろうきんになります。

⑵ＣＲＭ戦略
①ろうきんの営業は自分が売りたい商品を押し売りするので

はなく、家族構成やライフプランの聞き取りを通じて、そ
のお客さまが「気がついていない（隠れた）ニーズ」に気
づいてもらい、そのニーズを満たす商品・制度を提案し、
自己実現（理想の実現）のためにその商品・制度をご利用
いただく「ありがとう祭」を実践します。

②全ての職員が正しく「ありがとう祭」を実践し、お客さま
が退職を迎えたとき、「ろうきんさん、世話になったね。あ
りがとう」「退職するけれど、これからもよろしくね」と
言ってもらえる四国ろうきんになります。

③すべての営業店職員はタブレット端末に実装された「ライ
フプランアプリ」や「Wealth Advisors」を活用し、お客
さまに具体的でわかりやすい提案活動を行います。

⑶推進機構・ろうきん友の会・青年女性部との連携強化
①四国ろうきん推進機構研修会は、他金庫の先進的な推進委

員会活動や、ろうきん事務の効率化に取り組んだ書記局の
成功事例の報告など、様々な観点から講師を選定し有益な
研修会にします。

②職場推進委員の登録とメンテナンス、果たすべき役割につ
いての勉強会の開催などを通じて職場推進委員との連携を
密にし、会員職場における世話役活動の強化を目指します。

③青年女性部と連携し、若年層・女性層を対象としたイベン
トや学習会等の開催を通じて、ろうきんの認知度の向上と
利用拡大に努めます。

⑷各種団体との連携強化
①労福協が取り組んでいる奨学金問題をサポートするため、

奨学金返済が負担になっている勤労者に対し、低利な「奨
学金借換ローン」でライフプランを支援します。

②こくみん共済ｃｏｏｐと連携して、可能な会員については
「ありがとう祭」を共同開催し、組合員一人ひとりに総合
的なライフプランを提案します。

③各地区営業本部と各営業店は、毎年消費者教育の機会を与

えてくれている大学・高校との連携を保つとともに、各県
労福協の協力も得ながら、社会に出ていく大学生や高校生
に対する消費者教育の機会を拡大します。

⑸イメージ戦略「くるまローンのろうきん」
①「くるまローンのろうきん」の周知活動はＷｅｂ広告を通年

実施するとともに、あらゆる情報発信機能を活用して、宣
伝効果と費用対効果を勘案しながら徹底して行います。

⑹女性層対策
①「女性応援プロジェクト」はありがとう祭や女性活躍応援

キャンペーンの景品選定をはじめ、女性層・若年層が手に
取ってみたくなるチラシのデザイン変更にも取り組みます。

②「女性応援プロジェクト」が商品化した“妊活サポートロー
ン「てとて」”は、妊活を行っているご夫婦を応援する四国
ろうきんの立ち位置を内外に示す商品であり、非対面での
申し込み完結など、相談者に配慮した取り組みで妊活を応
援します。

③「女性応援プロジェクト」は女性が考える営業店における
「心配り」や「ひと手間」を形で表わす活動に取り組みます。

⑺退職者層に対する人生100年時代への対応
①社会保険労務士の協力を得ながら全営業店において年２回

～４回の年金相談会を開催し、直近に定年を迎える方々お
よび年金受給開始年齢に到達する方々に対する年金振込指
定や資産運用の提案を行います。

②各営業店は店推進委員会と連携し「生涯取引推進委員」の
協力のもと、年金相談会や定年退職前後の方々に対するセ
ミナーやイベントを開催するとともに、職場訪問や自宅訪
問を通じてろうきん友の会への入会や生涯取引に向けたろ
うきんの商品・制度の利用を勧めます。

③人生100年時代に対応するため、お客さまの資産・リスク許
容度に合った商品（定期預金や投資信託、国債など）を提
案し、資産運用を応援します。

④認知症への備えと資産運用を両立できる「たんぽぽプラス
（たんぽぽ認知症年金保険）」は、退職者層へ提案の柱と位
置づけ積極的な提案活動を行います。

⑤認知機能が低下したお客さまの資産を守るための制度であ
る「後見制度支援預金」について、友の会総会やエリア営
業が自宅を訪問した際の情報提供はもちろん、会員の執行
委員会など様々な機会を見つけて周知活動を行います。

⑻広告宣伝活動
①チラシ配布は可能な限り会員職場での組合員の顔を見なが

らの手渡しを定着させ、組合員のそばに寄り添うろうきん
として、いつでも気軽に相談をいただける体制を構築しま
す。

②知らせる・知ってもらう活動の強化を目指し、各店におい
て独自チラシの作成・配布によるタイムリーな情報提供を
行います。

③【ＬＩＮＥプロジェクト】はＬＩＮＥ公式アカウントを活用
したタイムリーな情報発信を継続し、「働く人のそばに寄り
添うろうきん」のイメージ定着を目指します。

④毎年度末に開催している「組合機関紙コンクール」におい
て優秀作を選ばせていただき、日頃の情宣活動に対する感
謝を表わすとともに記念品を贈呈させていただきます。
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Ⅲ．ＩＴ戦略
⑴ろうきん業態のＩＴ戦略方針

①「ろうきんアプリ」
　「Ｗｅｂお知らせサービス」「住所変更」「相談予約」「か
んたん通帳」や「残高・入出金明細照会」、「ろうきんダイ
レクト」機能等お客さまの利便性が向上した「ろうきんア
プリ」のさらなる利用拡大に取り組みます。

②「融資受付システム」
　業態統一で開発した「融資受付システム」を2023年度中
に導入することにより非対面チャネルを拡大し、審査事務
の省力化と顧客の利便性向上を実現します。

③「ｉＤｅＣｏ電子申込みシステム」
　2021年11月に運用開始したシステムを活用し、申込みの
電子化により作業効率を高めます。

⑵四国ろうきんグループの業務改革
①㈱四国労金サービスへの事務委託はＢＰＲの進行に合わせ

て順次実行し、月１回の「委託事業連絡会議」で進捗状況
を確認することにより経営効率を最大化します。

②㈱四国労金サービスへ順次「まとめ入金事務」を業務委託
します。

③「四国ろうきん松山ビル（仮称）」のビル管理については、㈱
四国労金サービスに事務委託することで協議を開始します。

Ⅳ．コンプライアンス・リスク管理戦略
⑴「コンプライアンス経営」の実行

①役員は諸会議や各種研修会、対話集会および職場訪問時等
において「コンプライアンス経営」徹底のメッセージを発
信し続け、全役職員はこの遵守に徹します。

②総務リスク統括部はコンプライアンス・プログラムを改定
するとともに、各階層別研修等にコンプライアンスカリ
キュラムを設定し、全職員に対しコンプライアンスを徹底
します。

③総務リスク統括部は「コンプライアンス自己チェックアン
ケート」を分析し、役員と連携し必要な措置を講じます。
ハラスメント関連については、経営統括部と連携し対応し
ます。

④あらゆるハラスメントに関する研修は全職員を対象に開催
することでハラスメントをゼロ化します。

⑵顧客保護等管理態勢の充実・強化
①お客さまの苦情・要望等は業務改善チャンスと受け止め、

改善すべき点を全員に周知しお客さまの保護を徹底します。
②全営業店および全ＡＴＭに「お客さまの声」のはがき設置

およびホームページを通じてお客さまの意見等の収集を行
い、リスク管理委員会に報告し対策を講じます。

③お客さまが特殊詐欺等の被害に遭わないために、「不審取引
検知システム」から出力される不審な自動機取引、ＩＢ取
引、為替取引ならびに窓口取引を早期に検知し、不正な取
引による被害を防止します。

⑶ＡＬＭの更なる高度化とリスク・アペタイト・フレームワー
クの充実・強化による健全経営
①リスク・アペタイト・フレームワークを充実し、自己資本

に見合う適正なリスクコントロールにより、収益力を向上
し経営体質を強化します。

②預金、貸出金、有価証券および預け金の残高およびデュ
レーションを適切に管理することで金利リスクをコント
ロールし収益を最大化します。

⑷オペレーショナルリスク管理の充実・強化
①四国ろうきんグループで発生する全てのオペレーショナル

リスクは、リスク管理委員会で情報共有し対策を講じます。
②代表理事および主管部署は、業務事故の調査等が必要と判

断した場合は、各営業本部と連携して事実確認の調査等を
実施し、早期解決を図ります。

③リスク管理委員会は重大な業務事故について、発生原因・
再発防止策について規程に則った内容となっているか協議
を行い、再発防止を徹底します。

④「教育担当者」「ＯＪＴ担当者」および「マンツーマン指導
者」全員に対し「新入職員実戦教育」に関する「ＯＪＴ教
育研修会」を開催し、事務リスクを削減します。

⑸情報セキュリティの強化
①デジタル革命により環境の変化に求められる情報セキュリ

ティの強化を行います。
　　サーバのクラウド化等新たなシステム導入時にはＦＩＳ

Ｃ（金融情報システムセンター）の金融機関等コンピュー
タシステムの安全対策基準に準拠していることを確認のう
え導入します。

②セキュリティの強化
　　インターネットメールなどによる情報の漏えいやＵＳＢ

メモリーによるデータ持出に起因する情報漏えいなどを防
ぐために情報機器のログを監視するログ監視システムの導
入を検討します。

⑹緊急時危機管理態勢の強化
①大規模災害等に備えて各店舗への出勤者を明確にし、緊急

対策本部の指示により全店舗が業務継続可能な態勢を構築
します。

②営業店業務継続要領に基づき実践的な訓練を実施し、災害
時の業務継続に備えます。

③全部署において、地震・津波・火災等の災害時、また防犯
に備えた実践的な対応・避難訓練を実施します。

⑺金融犯罪防止への取り組み
①不審な自動機取引、ＩＢ取引、為替取引ならびに窓口取引

を早期に検知し対応することで、不正な取引による被害を
極小化し「特殊詐欺」を未然防止します。

Ⅴ．人事戦略
⑴職員採用計画

①新卒採用活動は多様化する学生のニーズに対応するため、
対面とＷｅｂの両面で実施し、エントリー数および採用試
験申込の増加に繋げます。

②高等学校新卒採用は、各営業本部と連携し、選定した高等
学校（指定校）との関係を構築の上、以下のとおり取り組
みます。

　　ハローワークで定められた採用スケジュールに基づき、
採用活動を実施します。

　　選定した高等学校（指定校）へ丁寧な説明を行い、優秀
な学生を推薦いただけるよう取り組みます。

③新卒採用の内定者に対しては、オンライン機能を活用した
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面談や説明会を複数回実施し、福利厚生を含む人事制度や
必要な資格概要等の理解、入庫に向けた事前準備と意識の
醸成に取り組みます。

④中途採用は適時募集を実施し、専門性と福祉金融機関の役
割を発揮できる有能な人材を確保します。

⑤アソシエイト職員の正職員への登用は、多くのアソシエイ
ト職員が正職員登用への意欲を持ち、能力開発に取り組む
事ができるよう所属長と連携し、人材育成に取り組みます。

⑵人材開発と教育研修計画
①庫内研修は「営業力強化」「コンプライアンス・リスク感度

強化」「実務遂行力強化」を３大テーマとして実施します。
②「営業力強化」研修は“真のお役立ちスペシャリスト集団”

を養成する観点から、「営業力強化研修」（職域営業、エリ
ア営業、投信、心配り）を実施します。「ろうきんＲＭ軍
団」は提案営業実績に基づく成功事例の共有やセミナー資
料のメンテナンスを中心に活動します。

③「実務遂行力強化」研修は「融資フォローアップ研修」、「業
務知識ステップアップ研修」、年２回人事異動時の「新担
当者（営業推進）研修会」および「新担当者（融資）研修
会」を中心に開催します。

④新入職員研修会は４月に約１ヵ月の期間を設け、ろうきん
の理念、金庫業務に関する基礎知識に加え、勘定系端末の
操作訓練を徹底的に行うことにより配属先の部店内ＯＪＴ
へつなげます。

⑤経営統括部は全役職員が認知症に対する正しい知識と理解
を持って、地域や職域で認知症の人や家族を手助けできる
よう「認知症サポーター」の養成講座を開催し、資格を取
得するとともに金融機関として適切に対応できるよう態勢
を強化します。

⑶「労働金庫にふさわしい『組織風土』の確立に向けたディーセ
ントワーク・ＳＤＧｓの実現」への取り組み
①労働金庫にふさわしい組織風土の確立に向けた「労使共同

メッセージ」に基づき、時間外労働、休日労働および年間
総労働時間の削減に取り組み、やりがいを持って健康で働
き続けられる雇用環境を整備して職員満足度の向上を実現
します。

②「労働金庫健康経営宣言」に基づく「健康管理の取り組みに
関する第３期行動計画」を策定し、役職員が心身ともに健
康で安心して働き続けることができる職場づくりに取り組
みます。

③「次世代育成支援対策推進法」に基づき策定した「四国ろ
うきんにおける次世代育成支援対策の第６期事業主行動計
画」により、職員が働きやすい職場環境をつくり能力を十
分に発揮することができるよう取り組みます。

④「女性活躍推進法」に基づく「四国労働金庫における女性活
躍推進法に基づく第３期事業主行動計画」を策定し、女性
職員が就業を継続し活躍できる職場環境の推進に取り組み
ます。

⑤「労金業態におけるあらゆるハラスメント禁止ガイドライ
ン」および防止に関する規程ならびに相談対応マニュアル
に基づき、措置義務を遵守するとともに、あらゆるハラス
メント防止に向けた職員教育研修を実施し、ハラスメント
の根絶を目指します。

⑥65歳定年延長は2025年４月１日実施を目途に、中央協定お
よび企業年金基金制度の改定に向け労金協会と連携して検
討を進めるとともに、人事制度等の改定に向け労働組合と
の協議を進めます。

Ⅵ．財務戦略
⑴改革完遂によるコストパフォーマンスの最適化

①四国ろうきんグループ改革およびＢＰＲをはじめとする改
革スケジュールに則り、四国ろうきんグループ全体でのコ
スト効率を最大化します。

②コストパフォーマンスの適正化はＢＰＲプロジェクトを中
心として、物件費効率（物件費ＯＨＲ）の向上と原価コス
トの削減ならびに労働分配率（人件費ＯＨＲ）の改善の観
点から実現します。

③業態として算出する標準事務量を参考に、営業店事務の簡
素化・標準化に取り組み、経営資源の適正化を図り、営業
店を「事務処理の拠点」から「会員・顧客へのサービスの
拠点」へ変革、顧客満足の向上を実現します。

２ ０ ２ ３ 年 度 業 績 拡 大 計 画

2022年度末残高 増加計画額 増加率 2023年度末残高目標

融　資 416,630 6,143 1.47％ 422,773

預　金 657,746 7,000 1.06％ 664,746

（単位：百万円）


